
現
我
の
晦
枠
組
以
西
は
陸
地
で
あ
-
1
此
の
睦
地
上
の

河
沼
は
堆
積
L
L
J
の
が
淡
水
利
の
通
山
域
衛
で
あ
る
｡

触
る
ほ
此
の
時
に
は
佐
土
原
附
近
に
酉

へ
轡
入
し
な
入

江
が
布
衣
L
t
此
の
入
江
の
河
口
附
近
に
牛
淡
水
朝
の

仲
間
原
圏
が
沈
積
し
た
0
換
言
す
れ
ば
竹
田
畔
此
の
附
近

の
溢
岸
線
は
決
し
て
現
在
ja
ら
る
!
如
き
軍
制
な
宙
線

的
夜
も
の
で
は
夜
-
p
相
常
屈
曲
社
有

し
て
屠
た
｡

(完
)

京
都
府
相
楽
郡
笠
置
柑
産
電
気
石
に
就
い
て

..I
tr>

.･t

.B
m舛

rノ
巨

八

郎

,ノ
一

踊
酉
本
線
の
沿
線
笠
粧
相
の
東
方
は
'
雲
母
片
岩
を

賞

いて
岩
床
を
為
す
片
状
蓑
雲
母
花
岡
岩
よ
-
威
わ
t

此
の
花
岡
岩
は
副
成
分
と
し
て
風
侶
子
硯
及
び
柘

村
石

を
含
有
L
p
前
者
は
粒
状
の
徴
晶
で
あ
っ
て
蔑
雲
母
は

包
袈
せ
ら
れ
潤

い
多
色
性
鹿
堅

不
し
.
後
者
は
紅
色
計

量
し
肉
眼
を
以
っ
て
容
易
に
其
の
存
在

社
説
め
得
ら
れ

る
｡
此
塵
は
記
載
す
る
電
気
石
は
笠
置
騨
よ
カ
約
二
粁

柳
生
に
至
る
道
路
の
近
傍
に
於
け
る
日
本
石
材
株
式
愈

融
の
荘
園
岩
採
石
所
は
産
す
る
7P
の
で
あ
る
｡

産
山
状
態封

邸
仰
棚
兜
那
丑
班
村
練
絹
如
右
に
就

い
て

電
気
街
は
母
岩
中
に
幅
約
二
糎
内
外
の
暦
と
な
っ
て

其
の
結
晶
が
排
列
さ
れ
七
･此
の
暦
に
滑
以
岩
石
を
杖
る

時
は
第

一
間
の
如
-
で
あ
る
｡
母
岩
の
状
態
は
依
っ
て

P
egm
atite
及
び

A
plit
e
よ
少
産
す
る
79
の
土

一様

が

見
ら
れ
る
｡

m

P
e
g
m
atite
に
産
す
る
も
の

雲
付
片
岩
と
の
接
触
部
に
放
て
は
花
闘
岩
は

Peg･

m
atite

に
移
化
し
､
黄
蛾
鉱
を
多
-
含
む
で
居
る

｡

此
の
部
分
に
於
け
る
電
束
石
は

何

に
瞭
べ
て
結
晶
も

大
き

い
が
､
亀
裂
に
滑
っ
て
網
目
の
如
-
黄
銑
鰻
は
浸

二
八七

川
北



糧

食

典
せ
ら
れ
棲
め
て
脆

い
｡

㈲

A
p】ite
･･tか
産
す
る
も
の

集
二
十

一
懇

川
の
虎

よ

か
東

へ

約
二
〇
〇

米
距

っ
て

A
p
tite
が

あ
さ
'
柘

樹
石
の
倣

晶
を
多
-

含
む
為
I

岩
石
は
赤

色
で
あ
る

此
の
中
に

産
す
る
電

束
石
は
時

鯵
t
E韓

三
条

円

大

#
決
定
_こ
到
ら
な

い
｡
)前
者
の
如
-
兼
集
積
と
含
ま
ず

果
帝
構
造
を
示
す
も
の
も
少

い
｡
光
奉
的
測
定
'
他
車

分
析
Iこ
は
此
れ
を
試
料
と
し
て
用
ひ
ね
｡

肉
眼
的
性
質

短
柱
朕
で
径
○
孟

潅

長

さ
二
糎
に
蓮
す
る
O

男
色
不
透
明
で
あ
る
が

内
部
は
時
ーこ
常
柵
色

･

無
色

･
避
色
等
A
J鼻
す

る
｡
結
晶
は
両
端
完
全

で

{
t
O
f
t
)
fi
o
t.)
)

{
02
矧
)
)
(
2
0
-2i}
(
to
io)

(o
t
叫
o

)
で
)
-20)
等
の

譜
面
が
髄
め
ら
れ
､
第

に

組
成
ホ
明
の
斉
褐
色
細
物
を
仲
ふ
｡(此
の
髄
物
は
電

気
石
と
殆
ん
ど
同
時
期
の
晶
出
に
か

J
る
も
の
で
､
硬

度
は
電
束
石
の
其
れ
よ
-
益
に
低

い

O試
料
少
い
馬
名

二
固

a
及
b
は
此
の
結
晶
を

不
す
も
の
で
あ
る
が
'
最

も
普
油
にこ
見
ら
れ
る
の
は
a
で
あ
る
｡
第
三
問
は
金
#

晶
面
の

S
tet
eogr
aph
icP
roj

ectionで
あ
る
｡
測
角

-

及
軸
率
計
算

の
括

果を
Dana
の値
と
此
奴
し
此
れ
を

第

1
表
ーこ
示
す
0
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程
的
性
質
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束
不

の
碓
片
を
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微

鎚
下
で
槍
べ
る

に
瀕
純
色
を
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L

L

P
eg
m
atit
e

に
席
す
る
も
の

に
あ
っ
て
は
殆

人
ど
節
田
岡
の

如

き
娼
昔
構
i=)

示
す
｡
間
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部
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骨
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色
b
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褐
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あ
る
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p
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a
m
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m
･

n
a
p
h
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の
二
混
液
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fB
哨

法
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っ
て
決
定
し
た
O
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へ
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壁
間
は

aの
部
分
に
於
で
柵
恕

め
ら
れ
朴
面
に
平
行
で
あ
る
｡

滋
堀
船
棚
紫
那
智
旺
相
成

化
姐

lG
に
就

い
て

派
出
和
を
也
TI.#
す
る
jIF
多
-
､
此
の
滋
和
の
排
列
は
極

め
て
加
則
B
t.し
-
共
の
上
下
軸
は
磁
気
和
の
e
軸
の
i:LTT

巾
と

-l
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し
て
屠
る
｡
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範
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二
比
に
於
で
水
中
に
懸
嘩
し
て
測

定
)

化
塔
分
析

小_也
ハ札
ポ
は
献
物
の
分
析
に
於
で
故
も
閑
雅
を
戚
ず
る

も
の
＼
`
つ
で
あ
る
｡
光
れ
は
弗
架
･棚
根
の
#
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及
び
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球

健
二
十

一
怨

弗
酸
は
相
骨
溶
解
し
難

い
性
質
の
あ
る
為
､
批
醸

｡
酸

化
第

一
蛾
等
の
定
量
に
潜

っ
て

一
般
の
分
析
方
法
を
適

用
出
来
ず
､
又
特
別
の
装
置
を
必
要
と
す
る
O
多
-
の

方
法
を
参
考
に
し
て
次
に
述
べ
る
様
を
操
作
に
依
っ
た

ァ
ル
カ
リ
金
属

L
au
re
nC
e
S
mi
th

民
法
に
依
与
魔

化
ア
ル
カ
-
む
抽
用
し
､

岩
eth
yla
lch
c
l
を
加

へ
て
喜

藤
乾
固
し
て
棚
惟
及
ア
ム
竜
エ
ア
を
除

い
た
後
各
々
を

分

離

定

裁
す

る

｡

棚

腰

試

料

を
炭
酸
曹
連
及
炭
酸
加
里
の
混
春
物
と

混
和
し
熔
融
し
､
融
塊
を
温
湯
は
泣
出
し
て
後
塵
化
ア

ム
lH
こ
ア
及
淡
酸
来
期
で
珪
酸
及
金
属
分
を
除

い
た
後

に
R
o
sen
b
ta
d
七･g
o
o
ch
2
民
法
に
倦

み
琵
e
th
y
la
lch
ol

を
加

へ
‡
怒
潤
し
.
蕉
じ
カ
欄
酸
の
髭
e
th
y
lesteT
を

珪
石
次
は
吸
取
せ
し
め
棚
酸
石
衣
と
し
て
石
衣
の
増
長

よ
-
定
め
る
｡

曳
酸
化
第

一
銭

凍11-
粉
試
料

〇
三

充

を
白
金
甜
朋
は
採

ら
.
此
れ
に
弗
酸
及
硫
酸
を
加

へ
姉
五
閲
の
如

き
装
置

で
炭
酸
瓦
斯
を
通
じ
っ
土
茶
気
借
上
で
二
日
間
試
料
の
.

介
僻
む
潰
け
る
｡
完
全
に
介
解
し
終
れ
ば
過
溝
俺
醜
加

第 五 間

完

C

四

八

静

担

旦
規
定
純
で
滴
定
数
行

ふ
o

塩

基

Jonson3の

分
離
法
に
依

-女
の
如

7

-
す
る
｡
試
料
を
炭
酸

闇
連

∴
次
酸
加
盟
及
正
確
は
秤
量
し
た
試
料
の
約
三
分

の

-i
の
珪
酸
未
に
混
じ
て
熔
融
な
行
以
､
融
塊
は
水
に

浸
出
L
波
過
す
る
｡
残
液
は
金
属
の
炭
酸
亜
及
幾
分
の

祉
酸
よ
少
成
る
故
骨
法
に
依
っ
て
此
等
を
定
量
す
る
｡

櫨
液
は
淡
醸
ア
ン
モ
ニ
ア
を
加

へ
て
珪
酸
の
大
部
分
及

水
酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
沈
澱
せ
し
め
る
｡
此
虞
に
相

克
水
酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
の
沈
澱
は
前
の
塵
漆
と
<
=す

る
｡
敢
後
の
波
紋
は
微
量
の
珪
酸
ア
リ
カ
リ

｡
欄
酸
ア

リ
カ
リ
及
弗
化
ア
ル
カ

リ
を
含
む
｡

弗

素

此
の
櫨
織
豊

娩…聴
乾
固
し
酸
化
並
鉛
の
弧
ア

＼

ム
モ
ニ
ア
溶
牧
む
加

へ
少
最
の
珪
酸
を
除
き
P
炭
酸
皆

連
及
魔
化

カ
ル

シ
ユ
タ
ム
を
加

へ
て
弗
化
カ
ル
シ

ユ
タ

ム
及
炭
酸
カ
ル

シ
ユ
タ

ふ
む
沈
澱
n
せ
.
泉
酸

カ
ル

シ

ユ
タ

ふ
む
酷

睦
で
溶
解
し
去
-
弗
化
カ
ル
シ
ユ
タ
ム
の
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此
れ
よ
-
定
め
る
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珪

酸

前
記
三
回
は

亘
っ
て
待
た
畳
と
熔
融
の
際
加

へ
ね
畳
と
の
差
が
即
ち
捷
酸
の
丑
で
あ
る
｡

水

分

骨
法
に
依
り
試
料
を
灼
熱
し
此
れ
を
塩
化
カ

ル
シ
ユ
タ

ム
に
吸
収

ru
せ
て
求
め
る
｡

以
上
の
様
は
し
て
程
た
結
基
が
節
二
表
用
で
あ
る
｡

此
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謂
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｡
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